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（◎：司会、○：記録者） 

○県配布資料、交通量の予測に関して 

 ・交通弱者の問題が忘れ去られている現在の道路政策のままで、こういう予測をするのは問題であ

る。 

 ・現在の交通量（実測値３ヶ所）が単純に倍になるだろうという予測値で、高規格道路が必要とい

う資料になるだろうか？ 

○道路に対する考え方など 

 ・観光客にとっても、いい所だったと言ってもらえるような、生活している人も安心して通れるよ

うな道を全国に先がけて作ってもらいたい。高規格道路に使うお金があるならこういう所に使っ

てもらいたい。 

 ・交通弱者を考えたお金の使い方をしてほしい。また、自動車が通るのに便利なだけでなくて、自

動車の安全性などにも使ってもらいたい。 

 ・堀金は、車以外の交通機関がない。それで広い道が必要だというのは疑問である。それなりにや

っていく方法があるのでは？便利さだけを考えて道を作る時代ではなく、考えなおす時だと思う。 

 ・私達の払っている道路特定財源が、一般生活道路の整備ではなく、そのほとんどが、新しい高速

道路を作るのに使われていると知り驚いている。莫大な税金を使っている道路公団を民営化しよ

う と国でも行政改革を進めている。「計画があるから何が何でも高速というより、費用が 1/5

ですむ一般有料道路でという考え方をしていくのも必要と担当大臣が言っていた。そんな時に、

必要性が疑問視されている地域高規格道路を作れというのは、無理な事だと思う。 

 ・今日資料をもらったが、何で高規格道路が必要なのか、いまだ理解できない。 

  国にも県にもお金がない時代、どういう優先順位をつけるか考えるいい機会だ。 

  （物流問題、便、不便さ。救急車の問題、弱者のための政策など） 

  今回この高規格道路だけでなく、これからはいろいろ話し合っていく時代だと思う。 

○現在の道路状況からみた高規格道路の必要性 

 ・農免道路や山ろく線での国定公園に来る通過車輌を別にするために高規格は必要。 

 ・莫大な費用がかかる高規格道路より、山ろく線などの今ある道路を整備してほしい。 

 ・南北には何本も道はあるし、安曇野を気に入って来てくれた人が、高規格道路などできたらどう

思うか。 

 ・道路行政が悪く、一般道路が不便だ。 

 ・なかなか予算がとれない。事故がおきてからでなければ信号がつかないというような事では困る。 

 ・安曇野は東西には短いので、道は1本開ければ充分である。 

 ・豊科－大町間は、高瀬川沿いを今の道路とは立体交差するなり、うまく工夫して通せば良いと思

う。（高規格ではなくて） 

 ・松本方面の渋滞は、梓川を渡る橋が少ない。バイパスでいいからもう1本考えてほしい。 

  そして、19 号線沿いは立体交差を作り、市内に入るようにする。しかし、そこを抜けても市内へ

入って混む。高規格道路では、渋滞の緩和にならない。 

・それぞれの立場で、こういう道路がほしいというような優先順位をつけるのは、疑問。 

今は借金道路を作っている。生活道路がほしい。 
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○農業との関係 

 ・村道 1 つにしても道を拡げるのに何年もかかる。土地を手放すのは嫌だという事だと思う。何十

年も先に負の事業を今何でしなくてはいけないか。 

 ・この村は農業くらいしかない。高規格道路の必要性は薄い。 

 ・ずっと農業をやってきたが、土地は売りたくないし、つぶされたくない。 

○大町以北について 

 ・９月に白馬に滞在した。その時オリンピックで道路があったが、住民の人達にとっては使いにく

いという話を聞いた。 

  大北の人達にとって高規格道路が必要だという人はいたが、住民の人が利用できる道になるかオ

リンピック道路のようになってしまうのではないか心配していた。しかも、高規格ができると国

道や県道が格下げになり、除雪や整備の面で村の負担が増えるというので考えている人もいる。 

 ・大北の人達は、道はいるというが、どういう道を望んでいるのか聞いてみたい。 

 ・トンネルだけの高規格でなくて、もう１本しっかりしたバイパス道路で充分だと思う。 

・冬の雪の事を考えると、除雪費用や塩害など心配。緊急にはヘリコプターの方が速い。救急車だ

けでは無理。 

ドクターヘリだと全部の地域住民がいつも恩恵をうけられる。 

○その他 

 ・いろいろな問題が出たが、堀金村として違った方法で解決できるなら高規格道路は不必要だとい

う事だ。最初から高規格道路ありきの発想を転換して考えてみた方がよいと思う。 

 ・三十年前からの計画だというが、その当時と状況が違っている。勇気をもって白紙撤回する事も

必要。 

 ・（県の方へ）県として松本糸魚川高規格道路は、白紙に戻して考えるという事でいいか？ 

  （答）yes. 

 ・堀金だけの問題ではないので、関係の市町村の人達の話を聞きたい。 




